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庄
原
市
社
協
発
行
の
「
元
気
か
わ
ら
版
」
が
、
本
号
で
２
０
０
号
と
な
り
ま
し
た
！

　

平
成
17
年
、一
市
六
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
合
併
を
機
に
、「
元
気
か
わ
ら
版
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

今
回
、
２
０
０
号
発
行
を
記
念
し
て
、
合
併
後
17
年
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
、
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、

歴
代
の
会
長
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
庄
原
の
福
祉
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

四水　薫さん
平成 17 年～平成 22 年 11月
（第１号～６７号）

上田　正之
令和３年 6 月～現在

（第 192 号～ 200 号）

山内　文雄さん
平成 22 年 11月～令和 3 年 6 月

（第 68 号～ 191 号）

ひとつの社協としての基盤づくりに、みんなが努力

安心して暮らせる地域を、皆さんとともに創る

社協の役割とは？理解促進に精力的に取り組んだ

　

一
市
六
町
の
社
協
が
合
併
す

る
と
な
る
と
地
域
状
況
も
違
い
、

社
協
の
活
動
も
そ
れ
ぞ
れ
で
、

調
整
も
大
変
な
中
、
職
員
さ
ん

た
ち
は
よ
く
頑
張
っ
た
と
思
い

ま
す
。
改
め
て
各
地
域
を
回
り

ま
し
た
が
、
つ
く
づ
く
庄
原
市

は
広
い
と
途
方
に
く
れ
た
の
を

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
当
時
、

対
外
的
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る

と
、
ご
理
解
を
得
る
た
め
職
員

と
と
も
に
奔
走
し
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
職
員
が
協
力
し
、
ひ

と
つ
の
社
協
と
し
て
カ
タ
チ
が

で
き
、
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
自

分
事
で
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
を
め
ざ
し
、
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

在
宅
福
祉
・
地
域
福
祉
を

ベ
ー
ス
に
個
人
・
地
域
の
悩
み
、

困
り
事
な
ど
の
解
決
に
取
り
組

み
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
や
行

政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

維
持
し
つ
つ
、専
門
職
の
育
成
、

職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
、
提

案
型
の
頼
り
に
さ
れ
る
社
協
と

し
て
の
責
務
を
果
た
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、

在
宅
医
療
・
介
護
に
つ
い
て
特

に
医
療
・
介
護
・
地
域
の
連
携

強
化
や
家
族
の
受
け
皿
な
ど
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
提
案
し
ま

し
た
。
議
会
や
市
幹
部
と
の
意

見
交
換
や
「
支
え
合
い
の
集
い
」

「
み
ん
な
つ
な
が
る
地
域
交
流
会
」

を
開
催
し
行
政
、
自
治
振
興
区
、

地
域
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
模
索
し
、
人
口
減
少
対

策
で
は
オ
ー
ル
庄
原
の
取
り
組

み
を
提
唱
し
ま
し
た
。
ま
た
、
社

協
は
財
源
基
盤
が
弱
い
こ
と
か

ら
、
財
源
確
保
の
た
め
社
協
の

理
解
促
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

◆
２
０
０
号
ま
で
の
歩
み

H17
3.31 

一
市
六
町
が
合
併

H17
4.1 

一
市
六
町
の
社
協
が
合
併

H17

 

介
護
保
険
制
度
改
正
（
平
成
18
年
4
月
施
行
）

 

予
防
給
付
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
な
ど

H18.3

 

第
１
回
社
協
の
つ
ど
い
開
催

H19.4

 

社
協
総
務
・
地
域
福
祉
部
門
が
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ
移
転

H20.8

 

司
法
書
士
相
談
（
多
重
債
務
相
談
）
開
設

H21

 

国
庫
モ
デ
ル
事
業　

安
心
生
活
創
造
事
業
開
始

H22
7.16 

庄
原
豪
雨
災
害
発
生

 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
災
害
支
援
実
施

H23
3.11 

東
日
本
大
震
災
発
生

 

庄
原
市
社
協
よ
り
職
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

H23

 

介
護
保
険
制
度
改
正
（
平
成
24
年
4
月
施
行
）
地
域
ケ
ア
の
推
進

 

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
創
設
な
ど

H24

 

生
き
が
い
創
造
型
サ
ロ
ン
事
業
を
開
始

H25

 

市
委
託
事
業
・
介
護
予
防
事
業
を
開
始

H26

 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
を
開
始

H27

 

地
域
包
括
ケ
ア
出
前
講
座
を
開
始

H27.12

 

庄
原
市
自
治
振
興
区
連
合
会
と
庄
原
市
社
協
が
連
携
協
定

 

を
締
結

H28

 

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
を
開
始

H30.7

 

西
日
本
豪
雨
災
害
発
生

 

12
月
に
庄
原
市
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
支
援

H30.12

 

庄
原
青
年
会
議
所
と
庄
原
市
社
協
と
で
災
害
時
の
被
災
地

 

支
援
に
関
す
る
連
携
協
定
書
締
結

R4

 

庄
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
西
城
庄
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
庄
原

 

市
社
協
と
で
災
害
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
に
関
す
る
協
定
書
締
結
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地域づくり研修会 ( 庄原市委託事業 )

《テーマ》
庄原で「暮らす」「働く」、今とこれからを語る

【登壇者紹介】
● PlanterFarm　三宅貴美子さん
福島県南相馬市出身／結婚を機に庄原市に移住。現在、
都会の消費者向けプランターファームセットの企画、販
売を行う。

●（株）FOREST WORKER　代表取締役　田村栄太さん
庄原市出身／学校卒業後、金属製造会社へ勤務。社会人
野球に熱中。引退後、西城森林組合の勤務経験を活かし
独立。現在、持続可能な森林づくりに力を注いでいる。

●（株）あいいろ舎　代表取締役　倉本容子さん
東広島市出身／結婚を機に庄原市へ移住。子育てをしな
がら自宅でデザインを学ぶ。現在、会社ロゴやパッケー
ジのデザインを手掛ける。ＳＮＳを通じて県外からの依
頼にも応じている。

〇コーディネーター　森田一平さん
中国山地百年会議事務局長／邑南町役場羽須美支所プロ
ジェクトマネージャー／元　山陰新聞記者

是非、ご視聴ください！

　去る９月２日、全国から福祉関係者約
3600 人が集う「いきがい・助け合いサミット
in 東京」において、庄原市社協の取り組み
をＰＲしたポスターが全国１５２作品の中か
ら第 1 位に選ばれました！
　子どもから高齢者の笑顔の写真を取り合わ
せ、「庄原に暮らし続けたい、この笑顔を未
来につなぎたい！」との思いを、庄原市比和
町の雄大な棚田を背景に浮かぶ「やっぱり、
ここがええねぇ」のメッセージに託しました。
　投票のコメントでは「『やっぱりここがえ
え』というフレーズは、地元住民なら共通の
思い。離れることになっても、いつか帰りた
いと心の声がきこえるようでした」「棚田の
美しい風景と『やっぱり、ここがええねぇ』
という言葉が印象
に残った」と多く
の参加者の共感を
得ました。

視聴無料

庄原市で自ら仕事を創り働いている若い世代
の暮らしと仕事ぶりの密着インタビューと座
談会を行いました。

【YouTube 配信開始日】
◆密着インタビュー　
　令和 4年 11月 10日～　三宅貴美子さん
　令和 4年 11月 14日～　田村栄太さん
　令和 4年 11月 17日～　倉本容子さん
◆座談会
　令和 4年 11月 21日～

左から森田さん、三宅さん、田村さん、倉本さん



4

家族介護支援事業（庄原市委託事業）

　参加される方からの「こんなことが知りた
い！」「こんなことしてみたい！」などのご意
見を取り入れながら年４回、開催しています。
在宅で介護をしている方、興味関心のある方
など、どなたでもご参加できます。

※開催時期・開催内容は各地域センターで異
なりますので、参加を希望される方はお近く
の庄原市社協各地域センターまでお問い合わ
せください。

　在宅で高齢者等を介護している方のリフ
レッシュを図るため、年に１回、美術館や博
物館などの見学や、美味しいご飯・買い物な
どの交流会を開催しています。
　日々の介護から一時的に離れ、おしゃべり
をしながら、明日への活力を養いましょう！

【家族介護教室】 【家族介護者交流事業】

庄原市社協では、在宅で介護をされている方同士の出会いや交流
の場、介護に関する悩みや相談を行う機会を設けています。
介護に関することで心配なことなど、いつでもご相談ください。

在宅介護は、一人で悩みを抱え込んでしまいがち。日頃の悩みや不安、介護についての
思いを語り合える「家族介護教室」と「家族介護者交流会」を実施しています。

介護の悩みって、
なかなか話す機会
がない…

どのように介護
さ れ て い る か
聞 い て み た い

昔の歌を聴きながら
リフレッシュ！

パッド・紙オムツ学習会 福祉用具についての勉強会

健康に過ごすコツと
ケアについて

りんごの季節に合
わせて外出が出来、
とても楽しめました♪

秋の
りんご
狩り

皆さんと一緒に買い
物 だ と、 楽 し く て
ついつい買いすぎ
ちゃいました！

お買い物
しました！
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　初めて会う人や大勢の中が苦手、周りに気を遣いすぎてしんどくなっ
てしまう…。庄原市社協では、ひきこもり状態にあったり、生きづらさ
を感じた時に「マイペースに楽しめる、行ける場所」「家以外の安心で
きる居場所」として、「フリースペース」などを実施しています。

フリースペースは、調理や畑作業、
手芸など、色々ある作業の中で自分
の出来ることをして、しんどくなっ
たらちょっと休んで、話したい時に
仲間との会話も楽しむ。自分のペー
スで過ごせる場所です。

気になる人がいる
けど、どこに相談す
ればいいのかな？

このままでいい
のかな…
変わりたい…

誰かと話したい…
話を聞いてくれる
人はいないかな？

フリースペース庄原
　 実施日：毎週水曜日　10:00 ～ 13:30
　 場　所：庄原市ふれあいセンター
　 内　容：軽食づくり・畑作業・創作活動

フリースペース比和
　 実施日：第 1・3 水曜日　13：30 ～ 16：30
　　 　　　第 2・4 水曜日　10：00 ～ 14：30
　 場　所：比和ふれあいセンター
　 内　容：うどん作り、創作活動など

サポートホームひなたぼっこ
実施日：毎週水曜日　10：00 ～ 15：00
場　所：ひなたぼっこ（市内個人宅）
内　容：屋内外での遊び、季節の行事体験、
　　　　軽食づくりなど

フリースペース西城
　 実施日：第２水曜日　10:00 ～ 12:00
　 場　所：西城しあわせ館
　 内　容：軽食づくり

何から始めていいか
悩んでいる人は、来
てみて欲しいなと思
います。

私の居場所が
できました。
仲良しの人も
できました！

【お問い合わせ】地域共生推進課　0824-75-0345

〇訪問介護サービスの利用料金のめやす（介護保険の要介護の認定を受けた方）
生活援助 生活援助

サービス費用の設定 20 分以上 45 分未満 45 分以上 20 分以上 30 分未満 30 分以上 1 時間未満
利用者負担

（1 割の場合） 183 円 / 回 225 円 / 回 250 円 / 回 396 円 / 回

※自己負担は所得状況などで１割～３割負担になります。（庄原市『介護保険制度　利用の手引き』参考）
生活援助 身体介護

サービス費用の設定 20 分以上 45 分未満 45 分以上 20 分以上 30 分未満 30 分以上 1 時間未満
利用者負担

（1 割の場合） 183 円 / 回 225 円 / 回 250 円 / 回 396 円 / 回

※自己負担は所得状況などで１割～３割負担になります。（庄原市『介護保険制度　利用の手引き』参考）

（誤）

（正）

令和 4 年 9 月 20 日に発行した「社協かわら版９月号」5 ページにおいて、次の通り記載内容に誤り
がありました。訂正してお詫びいたします。

週に１回、ここへ通
うことを自分の目標
にしています。初め
は緊張しましたが、
みんなと一緒に作業
することが楽しく
なってきました。

あなたのペースに合わせて、あなたの「一歩」をお手伝いします。まずは社協へご相談ください。あなたのペースに合わせて、あなたの「一歩」をお手伝いします。まずは社協へご相談ください。 

小
・
中
学
生

高
校
生
向
け
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山
内
町　

後
水
越
自
治
会

 

比
和
町　

福
田
・
元
常
地
域

しゃべってしゃべってしゃべりたおす！　【小
お ぐ る め

車目ふれあいサロン】

出張カフェで新たな集まりの場　【よりみちカフェ】

　小車目ふれあいサロンはいつもにぎやか。「作りすぎた野菜も、皆が喜んでもらってくれ
るから、こっちも嬉しくなるのぉ」と野菜が並び、「今年はお父さんと一緒に作ったから、
皆にも食べてほしかったんよ」と漬物が並ぶ、そんなサロンです。参加者さんが育てた大豆
を使ったきな粉菓子も並ぶこともあり「手作りの菓子も
いっぱいで、帰る時は腹も満たされるのぉ」と大好評。
ひときわ大きな笑い声が聞こえると「そっちはえらい
盛り上がっとるのぉ、何の話をしとるん？」「○○さん、
もう一回皆にしちゃってぇ～なぁ」と皆で大笑いします。
　皆がしゃべりたいことをしゃべることで皆が元気に笑
い合えるサロンです。

　４年前、福田・元常地域では小地域サロンがなくなることが決まり、寂しく思っていたこ
ろ、共同作業所ゆめのいえが行う「出張ゆめカフェテリア」の活動を知り申し込みました。
　１杯 100 円でコーヒーやお茶が飲める出張カフェです。誰でも出入り自由とのことで、
福田集会所で行えば、地域の集まりの場になるのではと
開催したところ評判は上々。何よりもゆめのいえの方と
一緒に準備を楽しく進めることができ、サロン世話人の
負担も少なくなっています。今では、自治会の集まり場
として隔月 1 回「よりみちカフェ」と銘打って開催して
います。地域でほっとひと息できる場所がもうひとつで
きました。

　８月１７日から９月２１日まで２５日間の相談援助実習では、庄原市社協で行われて
いる福祉サービス利用援助事業や生活支援体制整備事業など、様々な支援や活動に同行
させていただきました。協議体では、地域の皆様と社協職員さんが地域課題を話し合い、
地域にできる活動を共に取り組む様子を見て、「自分たちの地域をより良くしていこう」
というひとり一人の想いが、地域づくりを突き動かしていることを学びました。
　実習で学んだことを活かし、これからも日々精進していきます。そして将来、想いや
暮らしに寄り添った支援ができる社会福祉士となりたいと思っています。
　あたたかい職員さんと住民の皆様に支えられ、実りのある実習となりました。実習を
支えていただいたすべての方々に感謝しております。

将来、地域で活躍できる人材育成の一環として実習生を受け入れました

島田　二
に ち か

千翔さん
美作大学生活科学部
社会福祉学科４年生
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　ある日、高齢者世帯が大型ごみの廃棄について市へ相談されました。しかし、その世帯
では軒先まで出すことが難しく、市から高自治振興区へ搬出のお手伝いができないか、問
い合わせがありました。
　このことをきっかけとして、ボランティアを募集し、昨年１２月に実験的に市の粗大ご
み戸別収集事業と連携し、軒先までの搬出支援を行いました。
　さらに、アンケート結果にあった困りごとの草刈りや草取りも新たな支援として生活の
範囲に限り実施しています。
　また、多様な困りごとに対応できるよう、身近なところで依頼できる事業所の情報を
収集し「お困りごと対応便利帳」を作成しました。地域からは「困ったときは便利帳を見
て連絡すればいいので助かる」と好評でした。
　まだまだ始まったばかりの仕組みで困りごと相談も多岐にわたるため、今後は、住民の
皆さんの参加を得ながらボランティアを増やし、「ありがとうの会」では、「小さな仕組み
から、大きく育つ仕組みに」をモットーに活動の充実をめざします。

　高自治振興区では、住み慣れた地域や我が家で
誰もが孤立することなく安心して生活できるよう、

「ありがとうの会」を組織し活動しています。
　令和２年度「ありがとうの会」で高地域生活実態
アンケート（６５歳以上）を実施した結果、その
一つにゴミ出しの悩みがありました。

庄原 ありがとうの会
（高自治振興区）

小さな仕組みから、大きく育つ仕組みに

大型ごみの搬出支援 住民から好評の「お困りごと対応便利帳」

生活実態アンケート（65 歳以上）を実施！
アンケート結果から生まれた取り組みを
紹介します。
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12月 21日（水）・1月 18日（水） 12月 23日（金）・1月 27日（金）

　皆様からの寄付金（香典返し・見舞い返し・一
般寄付等）や会員会費を、市内の地域福祉事業に
貴重な財源として活用しています。
　今後とも、ご支援の程よろしくお願いいたします。
（※介護保険事業等収益性のある事業には一切充当
しておりません）

板橋町 寺　　光秋

中野 丸﨑アサコ

新市 常島　竜治 大佐 惠木　剋行

永田

永田

門野　康江

松島眞佐子

金田

大月

脇坂　絹枝

西本　正一

高北地区民生委員児童委員協議会

三河内 福光　裕悟

黒目 大本　一則

見舞い返しにかえて 一  般  寄  付

上田　正之

物  品  寄  付

広島みどり信用金庫様からミネラル
ウォーターと乾パンの寄贈をいただき
ました。生活困窮世帯への食糧支援と
してフードバンク事業に活用させてい
ただきます。ありがとうございました。
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　社会福祉事業に寄付を

お寄せいただきました。

　ここに、ご芳名を報告

させていただきますとと

もに、こころよりお礼申

し上げます。寄付者ご本

人の承諾のもと、氏名等

を掲載しております。

（順不同・敬称略）

本会への寄付金は、所
得税・法人税・県民税・
市民税の寄付金控除の
対象となります。

（9月 1日～ 10月 31日受付分）

令和４年１１月

実母

父

母

父

父

姉

父

母

母

母

父

母

母

母

母

母

妻

母

母

母

母

義姉

夫

母

夫

母

父

夫

夫

夫

父

母

母

夫

夫

夫

母

実母

妻

椿　貞子

竹下　敏之

森島　清子

髙橋　勝

青木　勇

矢吹アヤコ

三山　勝三

松田　輝子

瓶割フサヨ

寺岡　幸江

宮本　昭夫

山中八重子

林　惠子

馬河よしの

青田ミキヱ

片山惠美子

森永美智子

森永ハヤ子

楳木　幸美

香川　民江

藤谷トラコ

山岡　澄子

牧野　福雄

荒木トヨコ

須澤　勝昭

川口　澄子

久保　征治

山添　孝士　

岩花　忠

河上　充宏

原　昌良

滝口　絹枝

近藤　満枝

廣安　道孝

新穂　行男

平田　龍彦

石田ヤス子

小林八重子

田中　恭子

東本町

東本町

東本町

西本町

西本町

西本町

本町

川手町

川手町

大久保町

高町

高町

高町

川西町

本村町

本村町

本村町

本村町

峰田町

板橋町

板橋町

板橋町

是松町

高門町

高門町

三日市町

上原町

上原町

上原町

七塚町

本郷町

木戸町

尾引町

尾引町

川北町

川北町

濁川町

三次市

三次市

椿　智枝

竹下　祐司

森島　隆志

髙橋　正則

青木　康裕

矢吹　昭善

三山　宏之

松田　久雄

瓶割　豊秋

寺岡　邦昭

宮本佐和子

山中　徹

林　透

馬河　直志

青田てるみ

片山　光久

森永　義則

森永　育正

楳木日登美

香川　英治

藤谷　善久

阿舎利健治

牧野　里美

荒木　保弘

須澤　末子

二宮　博美

久保　隆治

山添　菱子

岩花　晴美

河上シノブ

原　良多

滝口　真敏

近藤　克三

廣安　睦子

新穂　好

平田　典子

石田　賢壮

小林　克則

田中　堅造

匿名希望

夫

母

父

父

母

母

河村　頌司

清水スミヱ

伊藤　勝治

木村　豊亀

池田　久子

槇原志鶴子

川東

川西

戸宇

帝釈始終

帝釈山中

久代

河村美智子

清水　俊明

伊藤　忠

木村　孝博

池田　博行

槇原　良三

義母

母

母

父

妻

妻

中田　寿子

佐藤　裕子

森田　朝子

白石　幸三

和田　博子

名越　祥江

大佐

大佐

栗

平子

福山

小鳥原

惠木　剋行

佐藤　径

森田　実

白石　浩司

和田　裕

名越　進

母

夫

夫

父

父

母

徳山　坂枝

蔦　進

伯木　英忠

三浦　淳

江木　一弘

岩滝　調子

湯木

常定

永田

宮内

向泉

大月

徳山　秀司

蔦　和枝

伯木　朋子

三浦　裕

江木　裕幸

岩滝　尚行

母

夫

母

永田八重子

奥田　憲明　

八川ハルコ

比和

比和

森脇

永田　建一

奥田千鶴枝

八川　吉邦

妻 東間　秀子 黒目 東間　邦年

母

母

母

土居よしみ

瀧谷スヅコ

栗原シゲ子

下湯川

下門田

和南原

土居　成己

瀧谷　滋

栗原　道昭

香典返しにかえて

比和 JA庄原女性部比和支部

イベント寄付

うまいもんでぇ～の売上の一部をご寄付いただ

きました。ありがとうございます。
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地域のお店はみんなの憩いの場
　長年夫婦でお店と石油店を営んでこられましたが、夫が亡くなった後も一人でお店
を切り盛りされています。
　特に石油店は灯油の配達など力仕事。高齢になり、そろそろ辞めようか…と悩むこ
ともありますが、上

あがりはら

里原地域に一つのお店で「辞めないで続けてほしい」「頑張って」
の声に励まされていると話されます。
　夫が元気だった頃、お店を改装した際、大工さんから「ここをちょっとした休憩ス
ペースにしては？」と言われたのをきっかけに、椅子などを準備。買い物に来られた
お客さんが休憩したり、話し場になったり、当時は夫の友人の集まりの場になってい
ました。それは今も続いています。毎日夕方になると馴染の地域の男性陣が集まり、
缶コーヒー片手に、今日一日の出来事や地域のあれこれを情報交換します。「ここが
あるけえ、みんなが集える」「元気で居りんさいよ～」と励まされたり、逆にみんな
を叱咤激励したりする古家さん。「いつまで続けられるかわからないけど、みんなの
役に立てるうちは頑張りたい」と話す古家さんの笑顔が印象的でした。

高 野

古
ふ る え

家　敬子さん

高野地域センター
地域福祉コーディネーター　三川　みゆき　今日も軽トラで灯油を配達する古家さん

　お店に若い女性３人に囲まれ
た写真が貼ってあり、「ツーリン
グに来た女の子が買い物に来た
時、一緒におしゃべりして、楽
しかったんよ。後でその時の写
真を送ってきてくれて嬉しかっ
た～」と。
　これからも上里原地域で元気
にお店を続けてくださいね！


